
   

  

   

  

手順表をみて ゆっくり又はマイペースに作業などが出来るは当然です。  

「手順表なしで、手際よく、質の高いスキル」 は、実習や就労その先の生活にも大きな強みとなります☆ 

   3つ、全てのスキルアップが望ましいのですが、どれか一つでも向上でいると、それも強みになります☆ 

実習先を選ぶ際もしくは評価で、「手順表や約束表があれば・出来るのに・・」 と思いたいですが、実習や就労 

先側としては、例えばそれらがなくても、その事業所のルールに従って自分で仕事が出来る人を求めている 

訳ですよね。 だからこそ！「様々な場面でのスキルアップ＝対応力や応用力、柔軟性」 は、選択肢を増や 

す為に大事なポイントとなります。      何度もお伝えしていますが・・・・ 

特性やこだわり、性格への考慮は当然です。 が！ <本当にどうにもならない事> と 日頃のトレーニング 

や生活などで、<何とかなっていく事> があります。 スイッチの活動の中で見る限り、大体の子の特性やこだ 

わりは <何とかなる事> の方が大体です！大人が、子どもの性質を決めつけては成長につながりません。 

 

 

同じ流れでやっていると、ルーティン化してしまい「応用力」 「思考力」に繋がり 

難いです。 指示の言葉数を減らしたりすることで、経験をしている事であれば 

「考えて」自然に行動をするようにしていきます。 

 

              時間（タイム）やスピードを意識して行動が出来るような声かけや、誘導をしていく 

と、基本スピードが上がっていきます。 意識の向上に繋げています。 

 

              生活の中でも、整頓（できる）・丁寧さ・向きを合わせられる等を意識した声かけをし 

ていくと、自然な行動として身に付き、意識の向上にも繋げています。 

 

 

 

 

 

 アイロンビーズ、ビー玉（中・大）、プラスチックのドラえもん、サイコロ あずき をお箸で移動させる 

作業と紐はずしのトレーニングをミッションボードに入れました。   

目的は表題の通り、「手先の運動と集中力のトレーニング」です。   

ビー玉が難しい！ 特に大きいビー玉はかなりの難易度ですが、苦戦しつつも一生懸命取り組む姿はなかなか 

いいですよ！ 正に「ＴＨＥ 集中」 です。 これもマイペースにはやりません！ 皆でタイムや数を競います。  

時間や競う事に興味がない子も、雰囲気で自然に急いでやっています 

☆紐外しは、爪がない子が多いですがこれまたいい集中力で必死に行っています。 

 

 「最近のミッションボードの流れの一例」 

 一人ウォーキング等で先ずは身体を動かす。 

      ↓ 

脳に酸素を沢山入れる事で、集中力ややる気の向上。 

     ↓ 

知育・思考・自主性に関わる事。               など 

その 38 

 

その 23 

<手先と集中力トレーニング> 

 

 

 

 

<手順表なし・手際よく・質の高いスキル> 

今月の活動ポイント！  

食器は、現在は給食で使っていません 

  


